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１．件 名 

伊方発電所 放射線総合管理システムのデータ伝送停止について 

 

 

２．事象発生の日時 

令和７年２月１１日 ５時５８分 

 

 

３．事象発生の設備 

伊方発電所 放射線総合管理システム 

 

 

４．事象発生時の運転状況 

１号機 廃止措置中 

２号機 廃止措置中 

３号機 通常運転中（電気出力９１９ＭＷ） 

 

 

５．事象の発生状況 

２月１１日５時３０分頃、伊方発電所において放射線総合管理システム※１（以

下、「当該システム」という。）の動作が不調であるため、放射線管理員がデータ

伝送状況を確認したところ、５時５８分にデータ伝送が停止していることを確認

した。 

その後、当該システムの通信記録を確認したところ、当該システムのネットワ

ークから発電所内の表示端末※２にデータを伝送するための回線に設置し、待機冗

長化※３している中継器※４のうち片系統に不具合があることを確認した。 

このため、不具合のあった中継器（以下、「当該中継器」という。）の取り替

えを行い、システムが正常に動作してデータが伝送されることを確認し、２月２

０日１４時０５分、通常状態に復旧した。 

運転監視に用いるデータは、当該システムを経由せず、中央制御室にある監視

計器に直接送られていることから、当該システムの動作が不調の間も、放射線モ

ニタ等のデータは継続して監視できており、異常はなかった。 

なお、本事象によるプラントへの影響および周辺環境への放射能の影響はなか

った。 

（添付資料－１） 

※１ 放射線総合管理システム 

伊方発電所の施設内および周辺環境の放射線モニタ等のデータを集約し、

放射線監視を補助するシステム。１，２号および３号中央制御室、緊急時対

策所等に表示端末を設置している。 
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※２ 表示端末 

デスクトップ型パソコン。当該システムに収集したデータのうち、運転員

や保修員の操作により必要な情報を表示させることができる。 

 

※３ 待機冗長化 

中継器の機能において、２台（Ａ系・Ｂ系）の中継器を物理的に接続する

ことで、Ａ系が「常用」となり、Ｂ系が「待機」となり、片系（常用）の中

継器が故障等により停止しても、もう片方（待機）の中継器で継続して当該

システムを動作させることができる。 

 

※４ 中継器 

複数のネットワーク機器を接続するための機器。当該システムのネットワ

ークで使用する中継器は、２台（Ａ系・Ｂ系）の中継器を物理的に接続し待

機冗長化している。 

なお、中継器を待機冗長化することで回線経路が物理的にループ状となる

が、当該中継器にはネットワークループ※５にならない機能（ループ防止機能）

が備わっている。 

 

※５ ネットワークループ 

データの回線経路（ネットワーク）がループ状に形成されたことで、ネッ

トワーク回線内でのデータ伝送が目的の機器にたどり着かなくなる状態。 

ネットワークループが発生すると、ネットワーク内で行き場を失ったデー

タが循環するようになるためネットワークのデータ量が増え高負荷となる。

中継器が正常であれば中継器のループ防止機能によりデータの行き来を制

御しているためネットワークループに至らない。ネットワークループが発生

した場合は「中継器の電源を切る」「中継器に接続してある通信ケーブルを抜

く」ことにより解消されるとされている。 

 

 

６．事象の時系列 

 ２月１１日 

    ５時３０分頃 運転員が当該システムの動作不調を確認 

    ５時５８分  放射線管理員が当該システムのデータ伝送停止を確認 

    ８時０５分  保修員が当該システムの状況調査を開始 

   １３時３２分  保修員が当該中継器の不具合を確認 

当該中継器の電源を切とし、停止 

           当該システムの動作不調が解消され、データ伝送を再開 
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２月１７日 

   １５時５０分  当該中継器の取り替えを実施 

           以降、当該システムの動作状況を経過確認 

２月２０日 

   １４時０５分  通常状態に復旧 

 

 

７．調査結果 

当該システムの不具合について、以下の調査を実施した。 

（１）事象発生時の状況調査 

    運転員が定期的なデータ確認のため当該システムの表示端末を操作したと

ころ、データ表示が更新されない等、動作に不調があることを確認した。その

後、連絡を受けた放射線管理員がデータ伝送状況を確認し、データ伝送が停止

していることを確認した。 

    保修員が状況調査により総合事務所内にある当該システムの入出力表示盤※６

にて、下記が発信していることを確認した。 

・ＴＲＡＭＳ計算機※７「ＴＲＡＭＳ重故障」※８ 

・ＴＲＡＭＳ計算機「ＴＲＡＭＳ軽故障」※８ 

・ＤＢサーバＡ「故障」，ＤＢサーバＢ「故障」※９※10 

このため、当該システムの通信記録を確認したところ、ファイヤーウォール※11

の通信記録にエラーが発生していることを確認した。このため、当該ファイヤー

ウォールに接続されている表示端末用の当該中継器を確認したところ、動作ラン

プが消灯していることを確認した。 

また、通信記録よりネットワークの異常は２月１１日１時５０分頃から発生

していたことが確認された。 

（添付資料－２、３） 

 

※６ 入出力表示盤 

当該システムの状態をランプ表示している盤。 

 

※７ ＴＲＡＭＳ計算機 

「ＴＲＡＭＳ（トラムス）」は当該システムの略称であり、当該システムの

各サーバを総じてＴＲＡＭＳ計算機と称している。 

 

※８ 「ＴＲＡＭＳ重故障」、「ＴＲＡＭＳ軽故障」 

当該システムは待機冗長化（Ａ系・Ｂ系）しており、片系統の異常を検知

すれば「軽故障」として発信し、両系統の異常を検知すれば「重故障」とし

て発信する。 
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※９ ＤＢサーバ 

当該システムに収集したデータを保存するためのサーバで、待機冗長化し

ておりＡ系とＢ系は同じデータを保存している。 

 

※10 ＤＢサーバ「故障」 

ＤＢサーバはＡ系とＢ系に同じデータを保存するために、Ａ系のデータを

Ｂ系にコピーしているが、コピー不可となれば「故障」として発信する。本

事象では、当該システムの不調によりコピーできなくなり警報発信に至った。 

 

※11 ファイヤーウォール 

外部からネットワークへの不正アクセスを防止するための機器で、ファイ

ヤーウォールに登録された機器以外からのアクセスを遮断する。 

 

（２）当該中継器の状況調査  

ａ．現地確認結果 

当該中継器を再起動したが、データ伝送は再開されなかった。 

このため、当該中継器の電源を「切」としたところ、当該システムの通信記

録において異常を示す記録が消えたことを確認し、当該中継器がデータ伝送の

停止に起因していると推定した。 

また、当該中継器を取り替えたことで、当該システムが正常に動作すること

を確認した。 

 

ｂ．メーカ調査 

当該中継器をメーカに送付し、以下の調査を実施した。 

（ａ）再現性確認 

当該中継器の電源を「入」したが正常に起動せず、データ伝送が行われな

かった。 

 

（ｂ）内部確認 

電圧測定や目視により確認した結果、電源部やプリント基盤※12 の状態に

異常はなかった。 

当該中継器の通信ポート※13 に内部システムにアクセスできるパソコンを

接続したところ、当該中継器の内部システム※14 にアクセスができないこと

を確認した。 

 

調査結果を踏まえ、メーカから以下の回答があった。 

当該中継器は平成２４年から使用しており、経年使用によって中継器の内部

システムが正常に動作できなくなったことで、ソフトウェアで制御していた当

該中継器のループ防止機能が喪失し、ネットワークループが発生したことによ
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り、ネットワークのデータ量が増え高負荷となり全てのサーバで通信タイムア

ウト※15 による異常が発生し、当該システムの動作不良に至ったものと推定す

る。 

 

※12 プリント基盤 

当該中継器等の電子機器内部の構成部品であり、電子回路が形成され電子

部品が実装された部品の総称。 

 

※13 通信ポート 

通信ケーブルの接続口。通信ケーブルで接続したパソコンから内部システ

ムにアクセスすることができる。 

 

※14 内部システム 

パソコンでいうＯＳの役割を担うシステム。 

 

※15 通信タイムアウト 

ネットワーク内でデータ通信が一定時間以上完了せず中断した状態。 

 

（３）中央制御室で警報が発信しなかったことの調査 

正常な状態であれば入出力表示盤の故障警報発信と同時に、ネットワークに

接続されている表示端末に異常を示す警報が表示され、表示端末が設置されて

いる中央制御室においても警報を発信する。 

今回の事象ではデータ伝送停止により表示端末まで警報信号が伝送されず、

中央制御室の表示端末で警報が発信しなかったものと推定した。 

（添付資料－１、２） 

 

（４）保守状況の調査 

当該システムは計画的に設備の取り替えを実施しており、次回の設備取り替

え時には当該中継器の待機冗長化を廃止することとしている。 

また、当該中継器を含む当該システムの点検は、以下のとおり実施している。 

これらの点検において中継器に関する異常はなかった。 

なお、当該中継器は不具合またはその兆候が確認された場合に点検・修繕を

実施する設備であり、これまで取り替えの実績はなかった。 

ａ．至近の点検 

令和６年６月（半期点検） 

令和７年１月（年間点検） 

 

ｂ．点検周期 

１回／６か月（半期点検） 
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１回／１年 （年間点検） 

 

ｃ．点検内容 

半期点検：外観点検、動作点検※16 

年間点検：外観点検、動作点検、単体機能試験※17、総合機能試験※18 

 

※16 動作点検 

当該中継器を含む当該システムが正常に使用でき、正常にデータ伝送され

ていることの確認。 

 

※17 単体機能試験 

電圧測定やハードディスクドライブの健全性の確認。 

 

※18 総合機能試験 

当該システム全体の動作状況を確認。 

 

（５）過去の類似事象の調査 

伊方発電所における当該システムの過去事象を調査したところ、類似事象が

ないことを確認した。 

 

（６）類似設備の調査 

伊方発電所において、類似の機器（データ保存用サーバ、中継器、表示端末

等のネットワーク機器から構築された設備）を調査したところ、「緊急時安全

状態表示システム※19」、「安全パラメータ表示システム※20」があることを確認し

た。 

これら類似設備において、待機冗長化して使用している中継器はなく、中継

器の不具合によりネットワークループが発生しないことを確認した。 

 

※19 緊急時安全状態表示システム 

伊方発電所の緊急時等において、自動的にプラントデータを収集し、緊急

時対策所他でプラントの状態を正確かつ速やかに把握するための設備。 

 

※20 安全パラメータ表示システム 

１次冷却系統に係る発電用原子炉施設の損壊その他の異常及び重大事故

等が発生した場合にプラントの各種パラメータを発電所内外へ伝送できる

よう、平常時からデータを伝送している発電所側の設備。 
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８．推定原因 

（１）データ伝送停止に至った原因 

調査の結果、当該中継器の経年劣化による故障により、ソフトウェアで制御

していたループ防止機能が喪失しネットワークループに至った。これによりネ

ットワークのデータ量が増え高負荷となり全てのサーバで通信タイムアウト

による異常が発生し、当該システムの動作不良に至ったものと推定した。 

（添付資料－３） 

（２）中央制御室で警報が発信しなかった原因 

今回の事象では、当該中継器の故障を起因とした当該システムの動作不良に

より中央制御室の表示端末へのデータ伝送が停止し、表示端末に警報発信が表

示されなかったものと判断した。 

 

 

９．対 策 

（１）当該中継器の取り替えを実施した。 

 

（２）当該システムの待機冗長化している中継器の取り替えを行う。 

   また、定期的（１０年毎）に取り替えることとする。 

 

（３）不具合発生時に速やかに復旧できるよう中継器の予備品を保有する。 

 

（４）データ伝送停止が発生した際に中央制御室へ警報発信できるよう、既設ネット

ワークから独立した警報回線を増設する。 

 

 

以 上 
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添 付 資 料 

 

 

添付資料－１ 放射線総合管理システム概略図 

 

添付資料－２ 放射線総合管理システム現地状況写真 

 

添付資料－３ 放射線総合管理システムネットワーク概略図 
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添付資料－１ 

 

 

放射線総合管理システム概略図 

 

 

※21 ＥＲＳＳ（緊急時対策支援システム） 

原子力発電所が正常に稼動しているかどうかを常時確認し、事故が起こ

った場合に事故状態の確認・判断、今後の事故進展を解析・予測するため

の国のシステム。これらの情報（プラント情報）は原子力発電所から原子

力規制庁へ伝送され共有されている。  

放射線総合管理システム

運転情報

放射線監視装置

気象観測装置

野外モニタ

周辺モニタ

データ 中央制御室

原子炉盤
放射線監視盤
野外モニタ盤

中央制御室　表示端末

その他
表示端末

テレメータ装置

愛媛県
四国電力

ホームページ

ERSS

社外へのデータ公表

ネットワーク

データを保存する
サーバ

総合事務所
表示端末

中継器

当該箇所

中継器

中継器

凡例

データ伝送停止箇所

※21 
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添付資料－２ 

放射線総合管理システム現地状況写真 

システム入出力表示盤の状態　（データ伝送停止時）

（総合事務所４Ｆ　システム室）

サーバーA,Bともに「故障」を示す表示灯が点灯

「故障」を示す表示灯が点灯

システム入出力表示盤の状態　（正常伝送時）

（総合事務所４Ｆ　システム室）

不具合箇所　

（総合事務所２Ｆ　緊急時対策所）

不具合が確認された中継器
動作ランプ消灯

TRAMS
重故障

TRAMS
軽故障

故障

10014297
長方形
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添付資料－３ 

 

 

放射線総合管理システムネットワーク概略図 

 

 

 

 

◆不具合に至ったメカニズム 

  システム正常時は青線のとおり、常用側の中継器経由で表示端末からＤＢサーバ

Ａにアクセスする。 

  中継器の故障により、ソフトウェアで制御していたループ防止機能が喪失し、デ

ータの行き来を制御できなくなったことで、赤線のとおりループ状態となった。こ

れによりネットワークのデータ量が増え高負荷となりファイヤーウォールの通信

記録にエラーが発生した。 

DBｻｰﾊﾞA DBｻｰﾊﾞＢ

FW FW

中継器Ａ系
(常用)

中継器Ｂ系
(待機)

待機冗長化

中継器Ａ系
(常用)

中継器Ｂ系
(待機)

：システム正常時のデータの流れ
：ネットワークループ時のデータの流れ

総合事務所

表示端末 表示端末

待機冗長化

今回故障 

待機冗長化のため２台の中継器

を物理的に接続している 

ループ防止機能が喪失し、 

ネットワークループが発生 

FW：ファイヤーウォール　　

凡例

通信記録にエラー発生を確認 

【放射線総合管理システムネットワーク】 




